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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次音声入力のための第１のマイクロホン，第１の音響出力トランスデューサ，二次音
声入力のための第１の電子受信器，ならびに上記第１のマイクロホンからの出力信号およ
び上記第１の電子受信器からの出力信号を処理して上記第１の出力トランスデューサを通
して使用者の右耳用音響信号を出力するようになっている第１の処理装置を含む第１の補
聴器，
　一次音声入力のための第２のマイクロホン，第２の音響出力トランスデューサ，二次音
声入力のための第２の電子受信器，ならびに上記第２のマイクロホンからの出力信号およ
び上記第２の電子受信器からの出力信号を処理して上記第２の出力トランスデューサを通
して使用者の左耳用音響信号を出力するようになっている第２の処理装置を含む第２の補
聴器，
　上記第１および第２の電子受信器によって受信される信号を送信するようになっている
電子送信器システム，ならびに
　上記第１の電子受信器によって生じる上記第１の出力トランスデューサからの音響信号
および上記第２の電子受信器によって生じる上記第２の出力トランスデューサからの音響
信号の２つの音響信号の極性が互いに反転されて，これによりマスキングからの開放がも
たらされるように，上記第１または第２の一方の電子受信器からの上記出力信号の極性を
，上記第１または第２の他方の電子受信器からの上記出力信号の極性に対して反転させる
手段，
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　を備えた補聴器システム。
【請求項２】
　上記第１および第２の電子受信器がいずれも作動中であるときに，上記補聴器システム
の一方の上記電子受信器の上記出力信号の極性を反転させる上記手段を，自動的に作動さ
せる手段を含む，請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　一方の上記電子受信器の上記出力信号の極性の上記反転をマニュアルで作動させる切換
え手段を含む，請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　少なくとも一方の上記補聴器または少なくとも一方の上記電子受信器と通信して，一方
の上記電子受信器の上記出力信号の極性の反転を作動させるようになっている遠隔制御装
置を含む，請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　一方の上記電子受信器の上記出力信号の位相を反転させる上記手段は，それぞれの上記
電子受信器内に配置されている，請求項１に記載の補聴器システム。
【請求項６】
　それぞれの上記電子受信器を上記補聴器に接続するアダプタを含み，一方の上記電子受
信器の上記出力信号の位相を反転させる上記手段は，上記アダプタ内に配置されている，
請求項１に記載の補聴器システム。
【請求項７】
　一方の上記電子受信器の上記出力信号の位相を反転させる上記手段は，一方の上記補聴
器内に配置されている，請求項１に記載の補聴器システム。
【請求項８】
　上記電子受信器は，無線信号を受信するようになっている，請求項１に記載の補聴器シ
ステム。
【請求項９】
　２つの補聴器を備えた補聴器セットにおいて，
　２つの補聴器のそれぞれは，一次音声入力のためのマイクロホン，音響出力トランスデ
ューサ，処理装置，および二次音声入力のための電子受信器を備えたインタフェース手段
を備え，上記処理装置は，上記マイクロホンからの出力信号および上記電子受信器からの
出力信号を処理するようになっており，
　２つの補聴器のうちの少なくとも一方における上記電子受信器を備えた上記インタフェ
ース手段は，上記電子受信器からの上記出力信号の位相を反転させる手段を備え，
　２つの補聴器のそれぞれの電子受信器によって生じる２つの出力トランスデューサから
の２つの音響信号の位相が互いに反転されて，これによりマスキングからの開放がもたら
されるように，一方の補聴器において上記位相反転手段による位相反転を作動させる制御
手段を備えている，
　補聴器セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，補聴器に関する。この発明はさらに，補聴器システムおよび音声信号処理
方法に関する。特に，この発明は，マイクロホンと，無線波受信器，音声入力装置，テレ
コイル受信器および光受信器（たとえば赤外線）等のいずれか一つとが組み合わされたも
の等，１種類を超える信号源からの信号を処理することができる補聴器システムに関する
。この発明はさらに，複合補聴器システム（a composite hearing aid system）において
信号対雑音比（ＳＮＲ）を向上させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一つ以上の入力部を有する補聴器は，よく知られている。この明細書において複合補聴
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器と呼ばれる，異なる種類の信号のための複数の入力部を有する補聴器も存在する。特に
よく知られている例には，マイクロホン入力部およびテレコイル入力部を有する補聴器が
含まれる。独国特許第３０３２３１１号には，補聴器に差込接続されて無線受信機能を提
供するようになっている無線受信器付属品が開示されている。上記受信器には，補聴器電
池によって電力供給される。米国特許第５，７３４，９７６号には，追加のループアンテ
ナが取り付けられた，補聴器に接続されるようになっている小型無線受信器が開示されて
いる。スイッチによりマイクロホン入力と無線波入力のバランスを変更することができる
。
【０００３】
　米国特許第６，３０７，９４５号は，個人用補聴器システムを提供している。この補聴
器システムは，「Ｔ」機構（すなわちテレコイル機能）を用いる既存の補聴器と連動する
。このシステムは，マイクロホン，マイクロホンに接続されるＦＭ無線送信器，上記送信
装置からの信号を受信する受信装置，および「Ｔ」機構を有する補聴器を備えている。上
記受信装置は誘導ループに接続され，補聴器は誘導ループからの信号を受信し，かつ音声
信号を送信する。
【０００４】
　米国特許第６，５１６，０７５号は，マイクロホンおよび誘導ループを含む，「Ｔ」ス
イッチ・モードで用いられる従来の補聴器と協働する聴力改善システムを開示している。
誘導ループは，話者の身体近くに装着される。この誘導ループは電磁信号を発生し，電磁
信号は話者からある程度の距離だけ離れたところに伝播して，テレコイル使用可能補聴器
によって受信される。
【０００５】
　米国特許第５，６１５，２２９号は，補聴器使用者の衣服の下に装着されるループにコ
ードまたはケーブルを介して結合されるベルト装着式受信器を用いる短距離無線通信シス
テムを提供している。補聴器も，ループ信号を受信する誘導ピックアップコイルを有する
。受信器は，ＲＦ信号を受信し，信号を音声周波電気信号に変換するＲＦ受信回路を含む
。
【０００６】
　複合システムにおいて，送信器は，一般に，聴覚障害者が注目する遠くの音源の付近に
配置される。送信器から聴覚障害者の補聴器に接続された受信器に情報が伝達されること
によって，上記遠くの音源の可聴性が得られる。複合補聴器システムが主に用いられる状
況は，好ましい音源たとえば演説者が，遠方ではあるが周知の位置にいる状況，および補
聴器マイクロホンの追加使用が有利である状況である。聴覚障害者にとって，これらの状
況には，教育現場，会議，公開発表および教会の説教等が含まれる。これらの状況におい
て，無線受信器は，補聴器使用者にとって，適切なＳ／Ｎ比およびより高い語音了解度を
達成するのに有益である。
【０００７】
　しかしながら，補聴器マイクロホンを用いることなく，補聴器に備えられた無線受信器
を使用すると，使用時にいくつかの固有の問題も発生する。ひとつの問題は，送信器に直
接送られる音以外の必要とされる音，たとえば送信器マイクロホンの範囲外にいる聴衆か
らの意見を受信する能力が低下することである。自分自身の声を聞き取ることができなけ
れば，何らかの質問をしようという気持ちになりにくくなるため，たとえば教育現場への
参加が阻害されてしまう。
【０００８】
　補聴器使用者は，両側の補聴器用（左側および右側）受信器または片側のみの補聴器用
受信器を持つことができる。両側の補聴器に設けられた受信器を利用する場合，これらの
二つの受信器によって再生される信号は，同一かつ互いに同位相であると仮定することが
できる。すなわち上記信号は，両耳聴信号として知覚される。
【０００９】
　雑音中の信号知覚の測定に関する研究においては，雑音源および所望の信号源のいずれ
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もがしばしば大幅に制御される。雑音レベルと，雑音および所望の信号の間のバランスと
が，実験が行なわれる条件を決定する。雑音源は，一般に，その信号が何らかの方法でマ
スクされ，したがってマスキング音（masker）として示される。了解度または聴覚閾値レ
ベルのような異なる特性が，両耳条件を含めて，このような実験時に検査される。
【００１０】
　両耳聴信号は，両耳に同じ態様で与えられる刺激Ｍ0Ｓ0で示すことができる。ここで，
Ｍはマスキング音を示し，Ｓは組み合わされた刺激の所望信号を表す。この条件は，一方
の耳にのみ与えられる刺激である単耳聴条件ＭmＳm，および刺激が二つの耳に異なって与
えられる両耳異音聴条件，たとえばＭ0Ｓπ，Ｍ0Ｓm，ＭπＳ0等と区別される。このこと
は，以下に詳細に説明される。ここで，Ｓは信号を示し，Ｍはマスキング音を示す。
【００１１】
　信号が両耳聴的に同位相条件で与えられる（同じ信号が同一の形態で両耳に与えられる
）場合，この信号は，Ｓ0として示される。ここで，添え字０は，両耳に与えられる信号
間に位相差がないことを示す。同様に，一方の耳に他方の耳と比較して１８０°の位相ず
れで与えられる信号はＳπとして示される。ここで，添え字πは，二つの信号間における
逆位相関係を示す。
【００１２】
　両耳異音聴条件においては，二つの刺激（すなわち音色）の一方が二つの耳に両耳聴的
に異なって与えられる（たとえばＳπＳ0の場合は，語音（speech）は両耳聴的に同位相
で与えられ，一方マスキング音（masker）は，両耳聴的に１８０°の位相ずれで与えられ
る）。
【００１３】
　知覚される信号対雑音比（ＳＮＲ）を向上させる公知の方法では，両耳マスキングレベ
ル差（ＢＭＬＤ）（binaural masking level difference）として知られる心理音響的現
象が活用される。リスニングテストにより，マスキングレベルにおける差は，競合する雑
音中において聴取者に与えられる音色（tone）を検知する能力を高めることができること
が明らかになった。ＢＭＬＤは，マスクまたは競合する雑音が両耳聴的に伝達されるのと
同時に音色が両耳に与えられる状態で評価される（リックライダー（Licklider），１９
４８年）。表１を参照されたい。聴取者は，同位相および逆位相条件の二つの条件下でテ
ストされる。同位相条件では，語音または音色は，片耳への単耳聴ＭmＳmまたは両耳への
同位相の両耳聴Ｍ0Ｓ0のいずれかで与えられる。
【００１４】
【表１】

【００１５】
　信号およびマスキング音が逆位相的態様で与えられると，マスキングからの最大限の解
放（release）が得られる。すなわち聴取者は，そうでなければマスキング音によって覆
い隠されてしまったであろう音色レベルを聴き取ることが可能になる。同位相および逆位
相条件間における閾値の差によって，ＢＭＬＤが明らかになる。グリーン（Green）およ
びヨースト（Yost）（感覚心理学の手引き，スプリンガー・バーラグ（Handbook of Sens
ory Psychology, Springer-Verlag），１９７５年，ｐｐ．４６１～４６５）は，正常聴
取者集団において最大１５ｄＢのＢＭＬＤ効果を実証した（表１）。ＢＭＬＤは，表１に
示されているように，変調されない広帯域雑音中における純音の検知の取扱いのみに限ら
れるが，この発明の背景となる原理を説明するために取入れられる。
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【００１６】
　現在のところ，マスキングレベル差は，二つの補聴器の一方のみが無線受信器を備えて
おり，かつ補聴器マイクロホンが作動状態，すなわち「オン状態」にあって，両耳異音聴
条件Ｍ0Ｓmに対応し，これにより純音が信号に用いられる場合に９ｄＢの理論的利得が得
られるシステムにおいて観察することができる。
【００１７】
　グリーンおよびヨーストは，６０ｄＢのスペクトル密度レベルを有する白色雑音をマス
キング音として，聴取者に約１０～１００ｍｓの短周期の断続的に与えられる，たとえば
５００Ｈｚの低周波正弦波を信号として用いて，これらの値を検証した。実験から導かれ
た結論によれば，ＢＭＬＤは，決して負にはならないが，いくつかの両耳条件では，０ｄ
Ｂ，すなわち無改善となる。
【００１８】
　より実務的なアプローチでは，両耳了解度レベル差，すなわちＢＩＬＤ（binaural int
elligibility level difference）として知られる異なる種類の測定を適用することが行
われている。このテストは，語音の認識は，ロガトムと呼ばれる無意味な一音節の単語を
聴取者にさまざまな音圧レベルで与え，音節認識度を判断することによって測定すること
ができるという事実に基づく。これは，話される文章中の正しく知覚される音節の割合と
して測定される。音節了解度レベルは，所定の度合い，たとえば５０％の音節了解度が達
成される語音音圧レベルとして定義される（ブラウェルト他，空間音響，マサチューセッ
ツ工科大学出版局（Blauert et. al., Spatial Hearing, The MIT Press），１９７４年
）。
【００１９】
　実生活の状況では，ＢＭＬＤまたはＢＩＬＤによる信号対雑音比（ＳＮＲ）の小幅な改
善が得られるだけでも，騒々しい条件における語音の了解度の大幅な向上をもたらすこと
ができる。表２を参照されたい。語音およびマスクする雑音が存在する状況の一例は，教
育現場である。この状況においては，教師は部屋の前端に位置し，その他の学生または環
境によるさまざまな雑音が存在し，これらの雑音は，特に聴覚障害者が教師の話を聴き取
ることを困難にする。聴覚障害をもつ聴取者にとって，複合システムを用いることは，し
ばしば，これらの状況において教師の声等の遠くの音源の音響特性を耳に伝達することを
可能にするために好ましい。
【００２０】
【表２】

【００２１】
　このように，複合システムの使用は，知覚される信号対雑音比（ＳＮＲ）を向上させる
とともに，教師の声を聴き取りやすくする。しかしながら，聴覚障害者が自分自身の声お
よび直近の音響環境を聴取するために，補聴器マイクロホンは，一般に，複合システムに
おいて送信器マイクロホンとともに作動される。この組合せは，無線受信器だけの場合と
比較すると，Ｓ／Ｎ比に悪影響を及ぼす。
【００２２】
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　しかしながら，補聴器マイクロホンは作動されるが，無線受信器は二つの補聴器の一方
のみに接続される複合システムにおいては，マスキングからの適度な解放を得ることがで
きる。これは，表１のＭ0Ｓm条件に対応する。この方法は，望ましい信号対雑音比の利点
と，自らの声の聴取という利点とを結合させる。さらに，複合システムの提供におけるこ
の方法は，経済的な理由からも，聴覚機能訓練士が今日一般に行なっているものである。
【発明の開示】
【００２３】
　この発明は，第１のマイクロホン，第１の音響出力トランスデューサ，第１の電子受信
器，ならびに上記第１のマイクロホンからの出力信号および上記第１の電子受信器からの
出力信号を処理して上記第１の出力トランスデューサを通して使用者の右耳用音響信号を
出力するようになっている第１の処理装置を含む第１の補聴器，第２のマイクロホン，第
２の音響出力トランスデューサ，第２の電子受信器，ならびに上記第２のマイクロホンか
らの出力信号および上記第２の電子受信器，からの出力信号を処理して上記第２の出力ト
ランスデューサを通して使用者の左耳用音響信号を出力するようになっている第２の処理
装置を含む第２の補聴器，　上記第１および第２の電子受信器によって受信される信号を
送信するようになっている電子送信器システム，ならびに上記第１または第２の一方の電
子受信器からの上記出力信号の位相を，上記第１または第２の他方の電子受信器からの上
記出力信号の位相に対して反転させる手段を提供する。
【００２４】
　「位相を反転させる」という用語は，当業者には理解されるように，信号の極性反転と
同等と考えられたい。位相特性の反転も別の方法，たとえば適切な電子回路手段によって
信号の位相を１８０°変更することによって行うことができる。いずれの場合も，位相反
転は，時間軸上において信号を表すとともに鏡像をなす曲線と考えることができる。
【００２５】
　この発明によるシステムは，知覚される信号対雑音比が向上する複合補聴器システムを
提供する。このシステムを現場テストにおいてテストしたところ，有意な改善が見られた
。この改善は，一方の電子受信器における位相反転によるマスキングからの解放によるも
のである。
【００２６】
　マイクロホンは，この分野で公知の何らかの補聴器用音響入力トランスデューサ，たと
えば補聴器マイクロホン，配列状マイクロホン等であってもよい。位相特性オフセット手
段は，信号の極性を反転させる手段，信号の一時的オフセット手段または同様の処理を行
なう手段から構成することができる。電子受信器は，信号を受信することができる何らか
の電子装置，たとえばケーブル，テレコイル・アンテナ，無線受信器，光受信器またはそ
の他の受信手段から構成することができる。
【００２７】
　一方の電子受信器からの信号の位相をこの発明にしたがう一方の補聴器において反転さ
せることによって，従来技術にしたがうＭ0Ｓm構成の複合システムによって得られる信号
対雑音比よりも少なくとも４～５ｄＢ，場合によっては最大約８～９ｄＢ改善された信号
対雑音比性能を達成することができる。
【００２８】
　この発明は，さらに他の態様において，調整時に，一方の電子受信器のそれぞれの信号
の位相反転をマニュアルで作動させる切換え手段を含む補聴器を提供する。
【００２９】
　この構成によって，１対の補聴器の一方に含まれる電子受信器の一方からの信号の位相
を調整時において同位相または位相ずれ位置に選択的に設定することができ，これにより
信号対雑音比性能の向上を補聴器の調整者によって促進させることができる。
【００３０】
　複合補聴器システムの電子受信器，すなわち二次音声入力は，この発明にしたがって補
聴器マイクロホンと組み合わせて使用されるか，または単独で使用される。聴覚障害の使
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用者の聴力損失に対して補聴器を調整する手段の一部は，一次音声入力および二次音声入
力の知覚応答の大きさのバランスをとるために行われる。二次入力を特定の補聴器のため
に調整する前に必要とされる測定には，カプラ測定，すなわち音響トランスデューサおよ
び使用者の耳に装着されるチューブまたはプラグを含む補聴器の音響再生装置の測定が含
まれる。
【００３１】
　さらに他の態様において，この発明は，マイクロホン，音響出力トランスデューサ，処
理装置および電子受信器を備えたインタフェース手段を有する補聴器であって，上記処理
装置は，上記マイクロホンからの出力信号および上記電子受信器からの出力信号を処理す
るようになっており，上記電子受信器を備えたインタフェース手段は，さらに，電子受信
器からの信号の位相を反転させる手段を有する補聴器を提供する。
【００３２】
　電子受信器からの信号の位相を反転させる手段は，補聴器上のスイッチ，補聴器をプロ
グラムするプログラミング・ボックスからの命令，または遠隔制御によって使用可能にす
ることができる。
【００３３】
　この補聴器は，位相反転手段が使用できない同様の補聴器と組み合わせて用いられると
，マスキングからの解放によって，知覚される信号対雑音比の向上を達成させる。同じこ
とは，上記補聴器を非反転補聴器と組み合わせて用いた場合にも達成される。
【００３４】
　他の態様において，この発明は，入力信号における語音および雑音の存在を分析および
検出するとともに，検出された雑音レベルを検出された語音レベルと比較したときに所定
の限度を超える場合に，一方の電子受信器において位相反転を作動させる手段を含む補聴
器を提供する。
【００３５】
　この発明の特徴は，補聴器回路が選択的かつ自動的に二つの補聴器の一方において位相
を反転させるとともに，これによりそれが使用者にとって有利である場合は常にマスキン
グからの解放を達成することを可能にする。
【００３６】
　さらに他の態様において，この発明は，複数の対をなす音源に由来する音声信号を処理
する方法において，複数の対をなす音源の中の１対における一方の音源の位相を，同じ対
をなす音源の他方の音源の位相と比較して反転させる方法を提供する。
【００３７】
　対をなす音源は，一つ以上の補聴器マイクロホンの何らかの組合せ，対をなす電子受信
器，対をなすテレコイル，または対をなす直接音声入力リード線であってもよい。このよ
うにすると，マスキングからの解放を，複合補聴器システムによって再生される一つ以上
の信号源とは無関係に達成することができる。
【００３８】
　周囲雑音は，全体としての雑音レベルが補聴器マイクロホンにおける周囲雑音の増幅に
よって支配されて，これにより複合システムの信号対雑音比の有利性を抑制している状況
において，聴取者に対して問題を提起する。この問題は，ある程度は，電子受信器の感度
を高めることによって軽減される。しかしながら，この発明は，この明細書の詳細部分に
おいて説明されるような，より効率的な解決策となる。
【００３９】
　この発明は，さらに他の態様において，入力信号における語音および雑音の存在を分析
および検出する手段，検出された雑音レベルを検出された語音レベルと比較したときに所
定の限度を超える場合に，一方の電子受信器において位相反転を作動させる手段から構成
することができる。このようにすると，位相反転は，信号分析によってその位相反転が所
定の状況において聴取者にとって有利であると結論付けられた場合に，自動的に一方の補
聴器において作動させることができる。
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【００４０】
　この発明は，さらにまた他の態様において，対をなす音源の中から最も高い信号対雑音
比を有する１対を第１の対をなす音源に選択する方法を提供する。この選択は，この発明
のまた他の態様において，特に信号対雑音比が最も高い対をなす音源からの出力信号の位
相を反転させる手段によって利用され，これにより使用者がマスキングからの解放によっ
て最大の利益を得る場合に，出力信号におけるマスキングからの解放をもたらすことがで
きる。
【００４１】
　この発明は，このように，演説者が聴取者から遠い位置に存在し，かつ一つ以上の雑音
源が聴取者に近接して存在する一般的状況，たとえば教育現場において送信器マイクロホ
ンを装着した教師が教室で学生に向かって話をする状況，および学生間における意思の疎
通が促される状況において，語音了解度を高める。補聴器マイクロホンからの信号および
電子受信器からの信号のいずれもが，この場合，重要な機能を有する。電子受信器は，聴
覚障害の学生が教師の話を聞く上で助けとなり，補聴器マイクロホンは，補聴器使用者の
自らの声を再生する上で一助となるだけでなく，その他の学生が言っていること，たとえ
ば授業中に教師に向かって投げかけた質問を聞き取る場合または共同作業グループの一員
である場合に，共同で特定の問題を解決する努力をする上でも一助となる。
【００４２】
　複合システムの場合のように，二つの異なる入力装置を用いることにより，ＢＩＬＤを
観察することが可能になる。対象となる遠隔音源付近に位置する送信器マイクロホンは，
語音により支配される。さらに，補聴器マイクロホンは，聴覚障害の聴取者の近辺または
背後の雑音によって支配される。対象となる信号が聴覚障害の聴取者に対して両耳異音聴
逆位相条件で与えられ，雑音が両耳聴同位相条件で与えられると，その結果として，競合
する雑音によるマスキングからの解放がもたらされ，信号対雑音比の相応の向上を得るこ
とができる。
【００４３】
　さらに他の実施例および特徴は，独立請求項から明らかになろう。
【実施例】
【００４４】
　以下に，図面を参照して，この発明をより詳細に説明する。
【００４５】
　両耳聴条件下（under binaural listening conditions）における信号およびマスキン
グ音の関係が，図１および２に図示されている。図１は，聴取者の右および左耳に表れる
信号Ｓ0およびマスキング音Ｍ0を示す。ここで，信号Ｓ0およびマスキング音Ｍ0の双方は
，二つの音響チャネルＭ0Ｓ0において互いに同位相である。
【００４６】
　図２において，信号およびマスキング音の双方が，聴取者の右および左耳に表れている
。ここで，右側の信号が左側の信号に対して１８０°の位相ずれＳπＭ0にあり，かつマ
スキング音は，依然としていずれのチャネルでも同位相である。この位相反転の結果，聴
取者に与えられる信号のマスキングからの解放と，最大４～５ｄＢの知覚信号対雑音比の
さらなる向上とがもたらされる。
【００４７】
　ある使用者の状況が図３に示されている。部屋４４内に位置する使用者６１が，無線電
子受信器１７，３７を有する両耳補聴器１１，３１を装着している。同じ部屋４４に使用
者６１からいくらか距離をあけて，演説者６０が位置している。演説者６０は，送信器４
１およびマイクロホン４２からの信号を表す無線信号を送信するアンテナ４３に接続され
たマイクロホン４２に向かって話している。この演説者６０からの直接音部分は，経路７
０に沿ってマイクロホン４２に伝播する。その他の音部分は，経路７２および７３に沿っ
て伝播するとともに，部屋４４の壁から跳ね返って，背後から使用者６１に到達する。さ
らに他の音部分は，経路７１に沿って伝播して，使用者６１に直接到達する。経路７１，
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７２および７３に沿って伝わる音部分は，補聴器１１，３１のマイクロホンによって受信
され，その結果として得られる信号は，補聴器によって増幅される。送信器４１からの信
号は，両方の電子受信器１７，３７によって受信されるとともに，補聴器に送られて，補
聴器のそれぞれが，受信信号とそれぞれの補聴器マイクロホンからの信号を混合する。
【００４８】
　直接経路７１に沿って伝播する直接音部分と経路７２および７３に沿って伝播する間接
音部分とは別に，演説者６２，６３の形態をとる二つの追加の音源が，補聴器１１，３１
によって使用者６１に与えられるトータル音環境に追加される。使用者６１が自分自身の
声を正しく聞くことまたは上記部屋内のその他の話者の声を聞くことを望む場合，補聴器
１１，３１のマイクロホンは，複合システムを使用しているときはオン状態に保たれなけ
ればならない。しかしながら，これによって，室内反射およびおそらくは同じ部屋４４内
にいるその他の人物の形態をとる，さほど必要とされない音源が取り込まれやすくなる。
【００４９】
　この状況において，信号対雑音比の悪化を緩和するために，一方の無線受信器１７，３
７からの信号の位相がこの発明にしたがって反転され，その結果として，上述したマスキ
ングからの解放がもたらされる。信号の実際の反転は，一方の電子受信器１７，３７，上
記受信器１７，３７を補聴器１１，３１に接続するのに適したインタフェース装置（図示
略），または一方の補聴器１１，３１の信号処理回路において行うことができる。
【００５０】
　この反転の結果，無線電子受信器１７，３７からの信号が，両耳異音で逆位相態様で（
a dichotic, antiphasic fashion）送られ，他方，補聴器１１，３１のマイクロホンから
の信号は，両耳異音で同位相態様で（a dichotic, homophasic fashion）送られ，結果的
に知覚される異なる２組の信号源からの信号間の差は，この発明を用いた複合システムの
ＢＩＬＤを表す。この発明によって，５～９ｄＢの一般的な向上を達成することができる
。
【００５１】
　図４は，この発明とともに用いられるのに適するインバータ段１００の実施例を示す。
入力端子Ｉｎは，増幅器１０３の反転入力部１０５に入力インピーダンス整合回路網１０
１を介して接続されている。増幅器１０３の動作点は，電流制限回路網１０７，増幅器１
０３の正電圧供給端子および点Ｖsuppに接続される好ましくは電圧分割回路網１０２とし
て実施される電圧降下回路網によって決定される。点Ｖsuppは，補聴器の電池端子Ｂａｔ
にスイッチ５を介して接続され，電圧降下回路網１０２の他端は，増幅器１０３の非反転
入力部１０４に接続される。増幅器１０３の出力部は，出力インピーダンス整合回路網１
０８に接続され，上記出力インピーダンス整合回路網は，さらに出力端子Ｏｕｔに接続さ
れる。利得を制御するフィードバックループ回路網１０６は，増幅器１０３の出力部と反
転入力部１０５との間に接続される。
【００５２】
　インバータ段１００によって反転される信号は，入力端子Ｉｎから得られ，増幅器１０
３の反転入力部１０５に入力インピーダンス整合回路網１０１を介して与えられる。その
後，上記信号は，増幅器１０３によって増幅され，出力端子Ｏｕｔに出力インピーダンス
整合回路網１０８を介して与えられる。増幅利得定数として０ｄＢと同等の１が選択され
，これにより正味利得に影響を与えることなくインバータ段１００の切替えオプションが
達成される。利得は，フィードバックループ回路網１０６のパラメータの選択によって決
定され，電圧降下回路網１０２が用いられて，増幅器１０３の動作点が，好ましくは電圧
が供給電圧の２分の１あたりで揺動（swinging）するように決定される。この後者の特徴
は，インバータ段１００からの無歪み出力を最大限に高める。電池の寿命を延ばすために
全体としての電流消費をできる限り低く保つべきであるので，電流制限器１０７が用いら
れて，インバータ段１００によって引き込まれる電流が制限される。
【００５３】
　スイッチ５は，点Ｖsuppを補聴器の電池端子Ｂａｔまたはグランドに選択的に接続する
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。点Ｖsuppが電池端子Ｂａｔに接続されると，補聴器電池からの電力供給を増幅器１０３
が受けることにより，インバータ・モードが使用可能となる。Ｖsuppがグランド接続され
ると，信号はＩｎから入力インピーダンス整合回路網１０１，フィードバックループ回路
網１０６および出力インピーダンス整合回路網１０８を介してＯｕｔへ一直線に通過し，
したがって信号の位相が全く変化しないことによって，インバータ機能が抑制される。正
味利得は，スイッチ５の動作による影響を受けない。インバータ段１００は，好ましくは
補聴器回路のその他の部分も収容される集積シリコンチップの一部分として製造すること
ができ，スイッチ５は，好ましくは補聴器のプログラミングに用いられるソフトウェアに
よって制御され，したがって補聴器のプログラミング時に信号反転を作動または作動解除
することができる。
【００５４】
　図５は，マイクロホン１，テレコイル３，スイッチ５，処理装置６および補聴器受信器
７を含む補聴器９を示している。受信用アンテナ２を含む無線電子受信器４が，補聴器９
に接続端子８を介して接続されている。受信器４およびテレコイル３のいずれもが，図４
に示された種類の被制御インバータ段１３に接続されている。テレコイル３は，受信器４
が接続され，かつ作動中であるときは常に補聴器回路から接続解除される。テレコイル３
を接続解除する手段は，当業者には自明であるため，図示されていない。
【００５５】
　被制御インバータ段１３は，これもまたインバータ機能の制御を行なう処理装置６に出
力を与える。処理装置６に適切な制御信号を供給することによってテレコイル３または受
信器４からの信号を随意に反転させることが可能になる。図５の実施例では，マイクロホ
ン１からの信号を反転させることはできない。しかしながら，回路を改変して，この特徴
を信号経路に取り入れることは，当業者には自明であろう。
【００５６】
　処理装置６は，さらに他の実施例において，入力信号における語音（speech）および雑
音（noise）の存在を分析および検出し，検出された雑音レベルが，検出された語音レベ
ルと比較したときに所定の限度を超える場合は，被制御インバータ１３を作動させる手段
（図示略）を含む。したがって，被制御インバータ１３は，処理装置６によって，好まし
くは何らかの種類のヒステリシスを用いて，信号中の語音および雑音の存在ならびに所定
の雑音限度にしたがって，動的に制御される。
【００５７】
　図６は，マイクロホン１２，３２および補聴器受信器１３，３３を含む二つの補聴器１
１，３１を示す。これらの補聴器１１，３１は，切換え手段１８，３８およびアダプタ１
５，３５を含む電子無線受信器１７，３７のそれぞれに接続されている。マイクロホン４
２およびアンテナ４３を有する無線送信器４１は，電子無線受信器１７，３７によって受
信されるべき信号を送信するようになっている。
【００５８】
　マイクロホン４２によってピックアップされた音響信号は，無線電子送信器４１の手段
によって電子信号に変換され，アンテナ４３によって送信される。電子無線受信器１７，
３７は，送信された信号をピックアップし，この信号を補聴器１１，３１内のそれぞれの
補聴器受信器１３，３３による再生に適した信号に変換する。補聴器１１，３１は，無線
電子受信器１７，３７からの信号の位相を選択的に反転させる手段（図示略）を有し，こ
れらの手段は，一方の補聴器１１または３１においてのみ使用可能とされ，すでに説明し
た方法によって，この発明にしたがうマスキングから解放を達成することができる。
【００５９】
　無線電子受信器１７，３７からの信号の位相を反転させる上記手段は，この発明にした
がうその他の方法で実施することができる。語音および雑音の両方の存在を検出する手段
を補聴器１１，３１の信号処理装置に一体化して，これにより一方の補聴器１１または３
１において位相反転を用いることが有利か否かを信号処理装置に決定させることができる
。この特徴は，複合システムを使用者に合わせて調整するときに，さらに他のステップ，
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すなわち，マスキングからの解放の利益を得るために，二つの補聴器１１，３１のいずれ
がそのそれぞれの電子受信器１７，３７から位相反転信号を供給されるべきかを決定する
ステップが必要である。
【００６０】
　一実施態様では，電子受信器１７，３７からの信号の位相の反転を可能にする手段は，
遠隔制御装置５１に組み込まれる。この遠隔制御装置５１は，補聴器１１，３１における
異なる聴取プログラムへの変更に用いられる種類のものに，さらに位相反転制御手段を設
けたものであってもよい。
【００６１】
　上記に関して，この発明によるマスキングからの解放の利益は，二つの補聴器の一方が
，すでに説明されたように電子受信器からの信号の極性を反転させるようになっている，
二つの実質的に同一であるが個別に調整される補聴器を用いることによって，最大限に高
められることを強調することが重要である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】信号が互いに同位相状態にある二つの補聴器における信号とマスキング音との例
を示す。
【図２】図１と同様であるが，信号が互いに１８０°の位相ずれ状態にある例を示す。
【図３】補聴器使用者がこの発明により利益を得ることができる一般的な使用状況の概略
図である。
【図４】この発明にしたがう補聴器におけるインバータ段の好適な実施例の概略ブロック
図である。
【図５】この発明にしたがう補聴器の概略ブロック図である。
【図６】二つの補聴器および一つの送信器を含む複合補聴器システムの全体図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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